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下松市産業技術振興表彰受賞者

◆特別功労賞

藤井洋征(78）＝時山下工業所＝新幹線をはじめ多くの鉄道車両の先頭車の：

打ち出し板金加工に携わり、若手技術者の育成や技術の継承に尽力。 ： 

◆功労賞 ・

冨田 新(45）＝昧弘木技研＝新幹線車両の内装部品製造作業に従事し、軽：

で強さを持たせるサンドイッチ構造バネル製造やユニット組み立てを担う。 ： 

： 小田智幸(47）＝澄川工業尚＝化学プラントにおける定期修理作業の配管溶：

： 接、現坦監督、大型液晶ディスプレイ装四組み立て、鉄道車両製造に従m。

： ◆奨励賞

： 太田克啓(33）＝僻光洋金属防蝕＝m気亜鉛めっき作業の処理技術を向上。

： 半甜体製造装四の大型無霜解ニッケル処理は高品阿作業で高い評価を受け

：る。

： 下条秀樹(41）＝洒和工業僻＝鉄道車両部品の厚物の溶接ではセンスのよさ

： と素早い作業、高品質な製造技術を持つ技術者として将来が期待される。 ＇ 

： 三原英之(46）＝時オーシャンテック＝塗装被膜の除去や特殊塗装業務に従，

： 事。RPR工法の技術習得や改良で、全国の高速道路の高架橋で実組を和む。 ： 

： ◆市長特別賞

： 中野裕貴（25）＝ロジスティード西日本僻笠戸第一営業所＝第38回全国フォ：

： ークリフト連転競技大会一般の部で優勝
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